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各校において、本県の経年的な課題である「割合」の学習については、児童の実態に応じ、工
夫を凝らしながら、授業を実施していることと思います。本号では、児童が授業で学んだ内容を
確実に定着させるため、継続的な取組を進めることで、「割合」の定着を図る指導について紹介
します。

家庭学習や補充学習を活用した継続的な取組

「割合」に関する学習内容を定着させるためには、継続的に問題に取り組ませ、授業で学んだ
内容を確実に定着させる必要があります。授業中の様子や児童が取り組んだ問題の誤答の状況か
ら、児童がつまずいている点を明確にし、家庭学習や補充学習等でも個に応じた指導を行うこと
が重要です。使用する問題については、各校で使用している教材に加えて、県教委が作成した
「ふりかえりプリント集」の活用も効果的です。

①

②

③

「ふりかえりプリント集」【検索手順】
①年度（わかれば）
対象校種（小学校）
科目（算数（H31(R元)年～）

算数Ａ、算数Ｂ(～H30年度））
領域（数量関係）
対象学年
設問番号（わかれば）
を入力し、「検索」を押す。

②問題を選ぶ。
③「問題」を押すと、その問題の
ＰＤＦが表示される。

※解答用紙や解答例も活用できます。

岡山県マスコット
「ももっち」

「割合」の単元を学んでいる５年生だけでなく、
関連する内容を学んでいる他学年の児童についても、
「ふりかえりプリント集」を活用しましょう。

つまずき解消に向けた指導

①問題文を読んで、どれが「もとにする量」で、どれが
「くらべる量」か、どれが「割合」かわからない。
②立式（演算決定）ができない（図がかけない）。

岡山県マスコット
「うらっち」

詳しくは、県教委作成指導資料
「算数『割合』の指導のポイン
ト」【増補版】に載っています。

児童がつまずきやすいパターンは主に次の２点です。

そこで、問題文から、次のようなステップを踏まえ
た授業を行うことが大切になります。
→問題文から「数量関係」を読み取り
→「図」を書き、「量感」を実感し
→問題文を短い文章でまとめ
→「立式」して「答え」を出す（確かめる）

また、つまずきのある児童には、どのステップでつま
ずいているのかを見取り、補充学習などで確実な定着を
図りましょう。
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